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令和３年度 学校評価アンケートの結果から 
天白小学校 

 

 ２月３日（木）から１週間、保護者のみなさま、地域のみなさまには「学校評価アンケート」にご協力いただ

きました。お忙しい中、ありがとうございました。 

 コロナ禍で通常の教育活動が難しい状況が続くかもしれませんが、ご協力いただきましたアンケートの結果を

反映させ、今後の天白小学校の活動をさらに充実させていきたいと考えています。 
 

【質問１】お子さんは自分から進んであいさつをしている。 

                          登校中や教室・廊下で子どもたちにあいさつをすると

元気な声が返ってきます。あいさつはなかまとのコミュ

ニケーションの一つとして、天白小で大事にしているこ

との一つです。保護者のみなさまも同じ思いでいてもら

っていることがアンケートからもみえてきました。 

                          ただ、学校でもあいさつをされていることに気づかな

い子や自分からあいさつすることが苦手な子もいます。

なかまとのよりよい関係を築くためにも「自分から」あ

いさつできるよう、今後も学校でも指導していきます。

ご家庭でもご協力をお願いします。 

 

 

【質問４】お子さんは家庭での学習習慣が身についている。 

                          天白小では家庭学習で何をすればよいか、どれくらい

の時間するのがよいかを「家庭学習の手引き」としてお

伝えさせてもらっています。「学年×10＋10」分を目安

とし、宿題や、高学年では授業で学習したことの復習や

興味を持ったことを調べる時間としています。 

                          特に低学年では独りで学習するのが難しい子も多い

ため、保護者のみなさまの声かけや見守りが必要な場合

も多いと思います。お忙しい中とは思いますが、今後も

学習習慣を身につけるため、ご協力をお願いします。 

 

 

【質問 10】お子さんは情報端末の使い方について、家の人や学校と約束したことを守っている。 

                          今年度から iPad の持ち帰りがスタートし、iPad でオ

ンライン授業を受けたり、宿題や家庭学習で活用したり

と使用の機会は増えています。学校でも「松阪市タブレ

ット端末活用のルール」をもとに、学習のために大切に

使うよう指導してきました。 

                          自分の携帯電話・スマホを持つ子も増えてきました。

ネットモラルについては学校でも様々な場面で指導し

ていきます。ご家庭でも安全に使うためのルールづくり

見守りなど今後もよろしくお願いします。 
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【質問 15】学校は健康管理のための取り組みを   【質問 22】安心して子どもを学校に通わせる 

十分おこなっている。                 ことができている。 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 天白小では感染防止対策として、iPad などの端末を使った毎朝の健康観察をお願いしてきました。家庭と連携

することで、子どもたちの体調を把握しながら子どもたちに接することができました。また、授業の中で子ども

たちどうしが対面する機会を減らす、演奏や調理実習を控えるなど飛沫による感染を防ぐよう努めてきました。 

 「【質問２】お子さんは学校生活を楽しんでいる」でも「そう思う」「だいたいそう思う」の回答が 90％以上

となっています。コロナの先行きが見えない不安な状況ですが、「健康・安全」「学校の楽しさ」の両面から、安

心して登校できる天白小を今後もめざしていきます。 

 

【質問 23】どのような活動にボランティアが    【質問 26】CS によって学校教育に保護者や地域の 

参加しているか知っている。            意見が反映されるのはよいことだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 CS（コミュニティ・スクール：保護者や地域のニーズを反映するため地域住民が学校運営に参画できる仕組み）

が本格実施となり４年が経とうとしています。多くの保護者・地域の方にボランティアとして学習支援をしても

らっています。登下校や校外学習での安全見守り、いなずま会さんによる農業体験活動支援、家庭科学習支援（ミ

シン・手縫い）、図書室や花壇の整備、星空観望会など、様々な場面で子どもたちの学びを支えてもらっていま

す。 

 アンケートの結果から、肯定的に CSをとらえてもらっている方が多い一方で、 

半数以上の方がボランティアの活動をあまり知らないということがわかりました。 

通信や CS だより、学校 HP などを通じてお伝えして広くご理解いただくとともに、 

知ってもらうことでボランティア活動に参加してもらえる方が少しでも増えれば 

ありがたく思います。 

 

 今回のアンケート結果をもとに、天白小では、今後も保護者のみなさま、地域のみなさまとともに、 

 「夢をもち 未来を切り拓く 子どもの育成」をめざして取り組んでいきます。 

 よろしくお願いいたします。 

天白小 HP 
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